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人口：147,３69人　男性：73,6５2人　女性：73,717人　世帯数：55,3５7世帯（平成23年８月1日現在・外国籍のかたも含みます）
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市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、「
外
郭
団
体
・
第
三
セ

ク
タ
ー
」
の
改
革
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
で
も
、
市
か
ら
独
立
し
、
自
主
的
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
団
体
運
営
を
目
指
し
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
改
革
に
よ
り
、
一
部
の
団
体
か
ら
は
、
市
へ
利
益
を
還
元
す

る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
改
革
が
進
む
深
谷
市
の
「
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

図1 深谷市の代表的な外郭団体・第三セクター
名称 組織概要

おかべ物産観光株式会社
（平成  9年  1月23日設立）

有限会社はなぞの
（平成10年  2月27日設立）

道の駅は、地域の創意工夫により道路利用者に快適な休憩と多様で質の高い
サービスを提供する施設で、市と国・県が連携し展開しています。市内にも道
の駅があり、おかべ物産観光株式会社が「道の駅おかべ」の、有限会社はなぞ
のが「道の駅はなぞの」の管理・運営を行っています。

深谷市観光協会
（平成  5年10月14日設立）

深谷市における観光事業の振興と地域の活性化を図るため、「深谷まつり」や
「ふかや七夕まつり」などの主催事業のほか、「ふかや花フェスタ」や「深谷市
産業祭」などの協賛事業や、観光マップ・情報誌の発行などの観光紹介事業を
展開しています。

社会福祉法人
深谷市社会福祉協議会

（平成18年  3月27日設立）

民間組織としての自主性と広く市民や社会福祉関係者に支えられた公共性
という、2つの側面を併せ持つ組織です。市民の福祉ニーズに応えるため、共
同募金活動、ボランティアセンターの運営、在宅福祉サービス事業者として
の取り組みなどを展開しています。

財団法人
深谷市施設管理公社

（平成  3年  2月  4日設立）

地域コミュニティー活動、文化活動、スポーツ・レクリエーション活動の振興
を図るため、市が設置するグリーンパーク・パティオや深谷ビッグタートル、
深谷市民文化会館などの諸施設の管理・運営を行っています。

社団法人
深谷市シルバー人材センター

（平成18年  4月  1日設立）

長年培ってきた豊かな経験と能力を生かし、就業を希望する高齢者に社会参
加促進の方策として、就業の機会を確保・提供しています。今後、団塊世代の
退職の増加に伴い、深谷市シルバー人材センターの果たすべき役割はますま
す重要になってきます。

用語解説

外郭団体
　国や地方公共団体などの行政機関の外部にあっ
て、行政機関と連携を保ちながら、その活動や事
業を助ける団体のこと。財団法人、社団法人、株
式会社など、多様な形態があるが、行政機関から
の出資や補助金の交付などの財政的な援助、職員
の派遣による人的援助を受けることが多い。
第三セクター
　国や地方公共団体の公共部門（第一セクター）
と民間部門（第二セクター）との共同出資で設
立された法人をいう。
指定管理者制度
　従来、公の施設の管理は、地方公共団体の出資
法人などに限定して委託が可能であった。しかし、
平成15年の地方自治法改正により、地方公共団
体が指定する民間事業者にも管理を代行させるこ
とが可能になった。

改革を進めています

外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
（
３

ペ
ー
ジ
の
用
語
解
説
参
照
）
は
、

一
般
的
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施

策
推
進
に
際
し
て
、
補
完
、
代
替
ま
た

は
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、
多
様
化
す

る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
設
置
者
が
国

や
地
方
公
共
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
は
競
争
性
も
乏
し
く
、

比
較
的
に
保
護
さ
れ
て
い
た
面
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、「
お

役
所
的
」
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
設
置
者
で
あ
る
国

や
地
方
公
共
団
体
と
、
外
郭
団
体
・
第

三
セ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ

り
、
低
価
格
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
外
郭
団

体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
も
民
間
と
の
競
争

の
場
に
立
つ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

深
谷
市
に
も
、
市
が
出
資
し
た
り
、

補
助
金
を
出
し
た
り
し
て
、
市
政
を
補

完
す
る
業
務
を
行
う
外
郭
団
体
・
第
三

セ
ク
タ
ー
が
あ
り
ま
す
（
こ
こ
で
は
、

代
表
的
な
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。な
お
、

団
体
名
・
組
織
概
要
に
つ
い
て
は
、
３

ペ
ー
ジ
図
１
の
通
り
で
す
）。

　

市
で
は
、
１
市
３
町
の
合
併
の
特
例

措
置
に
よ
る
国
か
ら
の
交
付
税
が
、
平

成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
減
額
と
な
る

こ
と
や
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
減

な
ど
を
見
据
え
て
、
職
員
総
人
件
費
の

削
減
や
補
助
金
、
使
用
料
な
ど
を
見
直

す
な
ど
し
て
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
が
設
置
し
た
外
郭
団

体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
も
行
財

政
改
革
を
波
及
さ
せ
る
た
め
、
各
団
体

の
財
政
状
態
を
把
握
し
、
指
導
・
助
言

を
行
い
な
が
ら
、
人
的
・
財
政
的
支
援

の
縮
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
テ
ィ
オ
や
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
な
ど
の
大
規
模
集
客
施
設
は
、
公
募

に
よ
り
来
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を

決
定
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
の

会
社
な
ど
が
施
設
の
管
理
・
運
営
に
参

入
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
競

争
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
の
仕
組
み
づ
く
り
に
よ

り
、
外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、

競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
内
部
か
ら
の

改
革
も
進
め
て
い
ま
す
（
詳
細
に
つ
い

て
は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
）。

　

今
後
は
、外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー

が
さ
ら
に
自
立
し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

競
争
力
を
強
化
中

－健全で効率的な運営を目指して －
外郭団体・第三セクター 
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市
へ
利
益
を
還
元
、
合
併
も

■
お
か
べ
物
産
観
光
株
式
会
社

■
有
限
会
社
は
な
ぞ
の

改
革
点
●
前
年
度
、「
お
か
べ
物
産
株

式
会
社
」
と
「
有
限
会
社
は
な
ぞ
の
」

の
経
営
状
態
を
考
慮
し
、
市
と
の
協
定

内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
か
ら
は
、
２
事
業

者
へ
指
定
管
理
料
を
支
払
い
ま
す
が
、

２
事
業
者
の
収
入
の
一
部
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
と
比
べ

約
１
，
６
０
０
万
円
の
増
収
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
さ
ら
な
る
施

設
の
充
実
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、「
道
の
駅
お
か
べ
」
お
よ

び
「
道
の
駅
は
な
ぞ
の
」
の
売
り
場
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
、
駐
車
場
の
拡
張
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
の
管
理
・
運
営
を

通
じ
た
地
域
の
名
産
品
の
販
売
・
振
興

と
い
う
同
じ
役
割
を
果
た
す
２
事
業
者

が
、
さ
ら
に
効
率
的
で
安
定
し
た
会
社

運
営
を
図
る
た
め
、
合
併
の
方
向
で
協

議
し
て
い
く
予
定
で
す
。

法
人
格
を
取
得
し
新
展
開
中

■
深
谷
市
観
光
協
会

改
革
点
●
市
か
ら
自
立
し
、
健
全
で
効

率
的
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
今
年

度
、
観
光
協
会
の
法
人
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
総
会
で
は
、
新
法
人
の

設
立
と
定
款
、
役
員
の
提
案
に
対
し
て
承

認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
名
称
を
「
一
般

社
団
法
人
深
谷
市
観
光
協
会
」
と
し
て
、

６
月
に
法
人
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
観
光
協
会
を
営
利
型
法
人

と
し
て
運
営
し
、
収
益
事
業
の
展
開
・

拡
大
を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
と
の
事
務
分
担
の
見
直
し
も

■
社
会
福
祉
法
人 

深
谷
市
社
会
福
祉

協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
福

祉
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
地
域
福
祉
を
守
り
な
が
ら
、
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

改
革
点
●
人
件
費
や
事
務
費
の
削
減
な

ど
、
内
部
の
効
率
的
な
運
営
を
進
め
る

一
方
で
、
市
と
の
事
務
分
担
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
と
市
を
つ
な

ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
民
生
委
員

や
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
関
す
る

事
務
を
市
に
一
元
化
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
て
、
よ
り
円
滑
に
地

域
福
祉
の
振
興
が
図
れ
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声
を
生
か
し
た
運
営
を

■
財
団
法
人 
深
谷
市
施
設
管
理
公
社

改
革
点
●
平
成
24
年
度
指
定
管
理
業
務

の
受
注
に
向
け
た
「
業
務
改
善
計
画
」

を
策
定
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
職
員
の
採
用
を
控
え
る
な

ど
、
人
件
費
や
事
務
費
の
削
減
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
利
用
者
の
か
た
の
声
を

施
設
運
営
に
生
か
し
、
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

事
務
所
統
合
、
新
規
事
業
参
入
へ

■
社
団
法
人 

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

法
律
で
、
国
と
地
方
自
治
体
が
高

齢
者
の
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費

の
一
部
は
、
国
や
市
か
ら
の
補
助
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、近
年
の
財
政
状
況
を
受
け
、

国
か
ら
の
補
助
金
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。

改
革
点
●
正
職
員
の
採
用
を
控
え
る

な
ど
、
人
件
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
は
４
つ
の
事
務
所

を
１
つ
に
統
合
し（
関
連
記
事
：
20
ペ
ー

ジ
）、
事
務
所
経
費
の
削
減
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
指
定
管
理
に
参
入
し
、
新

規
事
業
を
展
開
す
る
方
向
で
進
め
る
と

と
も
に
、
営
業
活
動
も
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

お ト ク 情 報

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に

頼
む
と
お
ト
ク
で
す

　

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
シ
ル

バ
ー
さ
ん
は
、
１
，
２
４
６
人

（
男
性
９
０
４
人
・
女
性
３
４
２

人
・
平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
）。

　

毛
筆
に
よ
る
あ
て
名
書
き
か

ら
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
障
子
の
張

り
替
え
、
除
草
作
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
頼
む
こ
と
が

で
き
、
格
安
で
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
大
掃

除
も
お
得
な
値
段
で
や
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
深
谷
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
３
‐
３
３
４
５
）

お ト ク 情 報

割
引
券
を
使
う
と

お
ト
ク
で
す

　

市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

総
合
支
所
や
公
民
館
で
、
パ

テ
ィ
オ
２
割
引
券
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
割
引
券
は
、
市
民
の

か
た
で
あ
れ
ば
、
一
度
の
申

請
で
10
枚
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
パ
テ
ィ
オ

を
ご
利
用
さ
れ
る
か
た
に
は
、

お
得
な
「
個
人
会
員
」
が
お
ス

ス
メ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
テ
ィ
オ
（
☎
５
７
４
‐

５
０
０
０
）

改革を推進中

深谷市長　小島  進

地方自治法の改正によって創
設された「指定管理者制度」

は、広く民間の参入を可能にした
改革の1つであります。
　現在、公の施設の維持管理業務
を市から受託している団体は、新
たな行政サービスの担い手とし
て、指定管理者制度にも十分対応
可能な体制整備が早急に求められ
ています。
　こうした体制整備が、住民サー
ビスの低下を招かないよう十分配
慮しながら、今後もどのような形
の外郭団体・第三セクターが市民
にとって有益な存在なのかという
ことを常に念頭に置いて、改革を
進めていきます。

市
の
指
導
の
下
、
外
郭
団
体
・
第
三
セ
ク
タ
ー
も
、
市
と
連
携
し
て
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

改
革
に
よ
り
、「
お
か
べ
物
産
観
光
株
式
会
社
」
お
よ
び
「
有
限
会
社
は
な
ぞ
の
」
に
つ
い
て
は
、
市
へ
利
益
を
還
元
す

る
効
果
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、外
郭
団
体
の
補
助
金
・
交
付
金
と
正
職
員
数
が
縮
減
さ
れ
て
い
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
図
２
の
通
り
）。

　

こ
こ
で
は
、
各
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

 

「
人
・
物
・
金
」
す
べ
て
に
メ
ス

0 億円

1.2 億円

1.4 億円

1.6 億円

1.8 億円

2.0 億円

22 年度21年度20年度19年度

補助金・交付金額

1.71 億

1.36 億

1.81 億 1.79 億

  0 人

40 人

45 人

50 人

55 人

60 人
正職員数

45人

45 人51 人
48 人

図2 外郭団体の補助金・交付金額と正職員数の推移
観光協会・社会福祉協議会・施設管理公社・シルバー人材センターの補
助金・交付金額および正職員数の推移
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と
き　

９
月
10
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

　

当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
に
防
災
行

政
無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン
（
訓
練
信
号
）

を
鳴
ら
し
ま
す
。

※
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

内
容

1
住
民
参
加
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

2
関
係
機
関
と
の
合
同
指
揮
訓
練

3
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
出
訓
練

4
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
福ふ

く

留と
め

邦く
に

洋ひ
ろ

氏

（
新
潟
大
学
災
害
・
復
興
科
学
研
究
所

准
教
授
）

パ
ネ
ラ
ー
：
深
谷
市
長
、田
野
畑
村
長
、

自
治
会
連
合
会
長
、
P
T
A
連
合
会
長

5
防
災
フ
ェ
ア

▪
被
災
地
パ
ネ
ル
展
（
報
道
写
真
展
）

「
記
憶
ー
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
ー
」

▪
関
係
団
体
各
種
展
示

▪
備
蓄
食
料
炊
き
出
し
・
無
料
配
布

▪
ミ
ニ
消
防
車
試
乗

▪
白
バ
イ
展
示　

ほ
か

【
被
災
地
パ
ネ
ル
展
】

　

深
谷
図
書
館
で
、先
行
展
示
し
ま
す
。

と
き　

９
月
３
日
㈯
〜
８
日
㈭
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
（
５
日
㈪
は
休
館
）

と
こ
ろ　

深
谷
図
書
館
３
階
展
示
室

問
い
合
わ
せ
　
自
治
防
災
課
（
☎
５
７

４
‐
８
５
９
７
）

『
深
谷
市
総
合
防
災
訓
練
』を
実
施
し
ま
す

1　
　
「
ふ
か
や
市
民
〜
防
災
元
年
〜
改
め
て
築
こ
う
私わ

た
し

た
ち
の
安
全
」

　
　
〜
み
ん
な
で
築
く『
強
い
深
谷
』づ
く
り
〜

▶
一
昨
年
の
総
合
防
災
訓
練
の
様
子

▶
一
次
選
考
（
８
月
９
日
）
が
行
わ
れ
ま
し
た

医
師
育
成
奨
学
生
に
40
人
応
募

2

忘
れ
な
い
こ
と

　

８
月
に
行
わ
れ
た
子
ど
も
議
会
で

は
、
大
震
災
の
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
時

間
の
経
過
と
と
も
に
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
が
薄
れ
て
い
る
。
僕ぼ

く

は
あ
の
地

震
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
う
。」
と
い
う
意
見
が
印
象
的

で
し
た
。

　

同
じ
日
の
夕
方
、
友
好
都
市
田
野
畑

村
の
小
学
生
23
人
が
深
谷
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
引
率
の
先
生
が
、「
お
前
た

ち
は
生
き
残
っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
来
れ

た
ん
だ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
が
胸
に
残
り
ま
す
。
田
野
畑
の
子
ど

も
た
ち
は
、
被
災
の
状
況
な
ど
生
の
声

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
深
谷
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
な
い
思
い

出
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
10
日
に
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

震
災
を
教
訓
に
「
市
民
の
不
安
の
解

消
」、「
こ
れ
ま
で
の
災
害
を
教
訓
と
す

る
」、「
市
民
に
根
付
い
た
防
災
対
策
」

を
柱
と
し
、
本
年
を
防
災
元
年
と
と
ら

え
、「
強
い
深
谷
」
を
み
ん
な
で
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

訓
練
会
場
で
は
、
報
道
写
真
の
パ
ネ

ル
展
や
、
田
野
畑
の
村
長
さ
ん
を
お
招

き
し
討
論
会
も
行
い
、
今
大
切
な
こ
と

を
、
皆
さ
ん
と
も
う
一
度
学
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

人
生
の
中
で
は
、
悲
し
い
こ
と
、
つ

ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を

「
忘
れ
る
」
こ
と
で
立
ち
直
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と

を
「
忘
れ
ず
」
胸
に
刻
む
こ
と
も
必
要

で
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
私わ

た
し

た
ち
は
強

く
な
れ
ま
す
。

　

今
年
の
訓
練
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
か

た
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
見
て
聞
い
て
、

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

深谷市長　小島　進

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
（
☎

５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

　

市
で
は
、市
内
の
医
師
確
保
に
向
け
、

医
師
を
目
指
す
高
校
３
年
生
（
既
卒
生

を
含
む
）
を
対
象
に
、
医
師
育
成
奨
学

生
を
募
集
し
、
次
の
通
り
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

募集定員 応募者数

2名 40名

選
考
方
法
　

▪
一
次
選
考
＝
論
文

お
よ
び
書
類
審
査

▪
二
次
選
考
＝
面
接

合
格
・
補
欠
発
表
　

10
月
中
旬
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ　

企
画

課
（
☎
５
７
４
‐

８
０
９
６
）

「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
か
ら
の
手
紙
」

（
ア
メ
リ
カ
・
１
０
５
分
）

と
き　

９
月
４
日
㈰
〜
10
日
㈯
①
②
③
④

内
容　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
生
家
で
見
つ

か
っ
た
古
い
手
紙
が
き
っ
か
け
で
、
見

失
っ
た
恋
愛
の
行
方
を
捜
す
不
思
議
な

旅
が
始
ま
る
。

「
あ
ゝ
声
な
き
友
」（
日
本
・
１
０
５
分
）

と
き　

９
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯
①

内
容　

戦
争
で
最
期
を
遂
げ
た
友
人
の

遺
書
を
届
け
る
た
め
、全
国
を
巡
る
男
。

そ
こ
で
出
会
う
人
間
模
様
と
は
…
。

「
阪
急
電
車
・
片
道
15
分
の
奇
跡
」

（
日
本
・
１
１
９
分
）

と
き　

９
月
11
日
㈰
〜
17
日
㈯
②
③
④

内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
恋
愛
事
情
を
抱
え

る
男
女
の
織
り
成
す
愛
別
離
苦
を
、
勇

気
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
た
い
と
願
う

人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
描
き

上
げ
た
傑
作
感
動
作
品

「
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン
」

（
ア
メ
リ
カ
・
１
０
８
分
）

と
き　

９
月
18
日
㈰
〜
24
日
㈯
①
②
③
④

内
容　

主
役
に
抜
て
き
さ
れ
た
繊
細
な

感
性
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
そ
の
重
圧
で
狂

気
の
世
界
へ
と
導
か
れ
て
ゆ
く
…
。

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。
予
告

な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　市では渋沢栄一翁が大きく寄
与した、経済、福祉、産業のこの80
年を振り返り、栄一翁の精神、道
徳を広くアピール
するため、記念事業
を開催します。
　詳しくは広報ふ
かや10月号でお知
らせします。

シンポジウム

青 淵 ま つ り

産　業　祭

福祉健康まつり

11/11・12・13
         ㈮         ㈯         ㈰

渋沢栄一没後
80年記念事業歴史

福祉

産業

9月のご案内
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青 春 の 旅 路

2011.9. 広報ふかや
※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

　

９
月
10
日
㈯
に
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
で
「
深
谷
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
会
場
で
、
救
命
講

習
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
が
、
深
谷
市

消
防
団
女
性
分
団（
以
下「
女
性
分
団
」）

の
皆
さ
ん
で
す
。こ
の
講
習
の
た
め
に
、

13
名
の
団
員
全
員
が
、
応
急
手
当
普
及

員
資
格
を
取
得
し
、
日
々
研
修
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
お
い
て
男
性
分
団
が
災
害

時
活
動
を
行
う
の
に
対
し
て
、
女
性
分

団
は
、
防
火
・
防
災
の
広
報
活
動
が
中

心
で
す
。「
自
分
た
ち
の
命
を
、
自
分

た
ち
の
手
で
守
り
た
い
」
と
、
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

女
性
な
ら
で
は
の
柔
ら
か
な
対
応
で
、

応
急
手
当
な
ど
普
及
啓
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

女
性
分
団
の
発
足
は
平
成
21
年
４

月
。
団
員
は
20
〜
50
代
の
主
婦
や
看
護

師
、
栄
養
士
、
介
護
士
、
公
務
員
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
食
事
会
な
ど
で
交
流

を
深
め
、「
防
災
意
識
の
向
上
」
に
つ

い
て
、熱
い
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
家
庭
や
職
場

な
ど
の
協
力
が
必
須
で
す
。
周
囲
の
理

解
と
支
援
に
よ
り
、
今
の
活
動
が
成
り

立
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

以
前
は
、
市
民
の
か
た
の
「
女
性
の

消
防
団
っ
て
何
を
し
て
る
の
？
」
と
い

う
反
応
に
、
驚
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
根
気
強
く
続
け
て
き
た

か
い
が
あ
り
、「
ま
た
来
年
も
来
て
ね
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
、
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

分
団
長
の
新
海
さ
ん
は
、「
笑
顔
で
、

細
や
か
な
気
遣
い
と
、
女
性
の
良
さ
や

視
点
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
分
団
を

ま
と
め
て
い
き
た
い
」
と
、
明
る
く
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲9月10日の「深谷市総合防災訓練」に

向けた、自主研修をしています

﹇
第
３
回
﹈

地
域
と
つ
な
が
る
、そ
し
て
守
る

　　～深谷市消防団女性分団～

新
しん

海
かい

春
はる

美
み

 分団長

　

栄
一
は
、
七
、八
歳
の
こ
ろ
か
ら
隣

村
下し

も

手て

計ば
か

村
に
住
む
従い

と

こ兄
の
尾お

高だ
か

新し
ん

五ご

郎ろ
う

（
惇じ

ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

）
の
元
へ
通
い
、『
論
語
』

な
ど
の
中
国
の
古
典
を
勉
強
し
ま
す
。

　

新
五
郎
は
、栄
一
よ
り
十
歳
年
上
で
、

人
格
・
識
見
と
も
に
優
れ
、
生
涯
に
わ

た
り
栄
一
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　

そ
の
教
え
方
は
独
特
で
、
一
字
一
句

を
暗
記
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

多
く
の
書
物
を
通
読
さ
せ
る
こ
と
で
、

読
む
力
や
考
え
る
力
が
自
然
に
育
つ
の

を
待
つ
も
の
で
し
た
。

　

十
一
、二
歳
に
な
る
と
、
突
然
の
よ

う
に
書
物
を
読
む
こ
と
が
面
白
く
な
っ

て
き
た
よ
う
で
、
栄
一
は
、『
里
見
八

犬
伝
』
を
三
回
も
四
回
も
繰
り
返
し
読

ん
だ
り
、
寝
食
を
忘
れ
る
ほ
ど
『
三
国

志
』
を
読
み
ふ
け
り
ま
し
た
。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
旧
暦
十
月
、

十
九
歳
の
栄
一
は
、新
五
郎
と
と
も
に
、

信
州
へ
の
旅
に
出
ま
す
。
と
も
に
家
業

の
藍
玉
販
売
の
た
め
、
信
州
一
円
の
紺こ

う

屋や

を
巡
る
も
の
で
し
た
。

　

当
時
二
人
は
漢
詩
作
り
に
熱
中
し
て

い
て
、
旅
立
ち
に
当
た
り
、「
漢
詩
作

り
に
ば
か
り
熱
中
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
ぞ
。
き
ち
ん
と
商
売
し
ろ
よ
」
と
、

両
方
の
父
親
か
ら
同
じ
よ
う
な
注
意
を

受
け
ま
す
。

　

こ
の
折
の
二
人
の
詩
作
品
を
集
め

た
の
が
『
巡じ

ゅ
ん

信し
ん

紀き

詩し

』
と
題
さ
れ
た

一
冊
の
小
詩
集
で
す
。

　

内
山
峠
を
越
え
て
佐
久
に
入
る

と
、
栄
一
た
ち
一
行
が
必
ず
立
ち

寄
っ
た
の
が
下し

も

県が
た

村
の
名
主
木き

内う
ち

芳ほ
う

軒け
ん

の
所
で
し
た
。
栄
一
は
こ
の
芳
軒

か
ら
『
論
語
』
を
、
芳
軒
は
栄
一
か

ら
剣
を
学
び
合
う
仲
で
し
た
。

　

詩
集
中
の
圧
巻
が
、
栄
一
の
「
内

山
峡
」
の
詩
で
、
後
年
の
道
徳
経
済

合
一
説
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
も
の
が
す

で
に
あ
り
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
内
山
峡
」
の
詩
は
、
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
、
芳

軒
の
外
孫
で
温お

ん

雅が

典て
ん

麗れ
い

な
書
風
で
知

ら
れ
る
木き

内う
ち

敬け
い

篤と
く

の
書
に
よ
り
内
山

村
肬い

ぼ

水み
ず

の
岩
壁
に
刻
ま
れ
て
、
一
大

詩
碑
と
し
て
今
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）

　黒田にお住まいの笠原さんご夫妻は、結婚

43年目。春次さんは、黒豚の生産を受け継ぐ

家に生まれ、27歳で独立。加工・販売のお店

を始め、そこへ手伝いに来たのが英子さんで

した。ゼロからの出発でしたが、失うものは

何もないと夫婦2人で協力し、仕事を続けて

こられたそうです。

　夫婦円満の秘
ひ

訣
け つ

は、「お互いの人格を尊重

すること」と「欲をかかず空気のような存在

でいること」だそうです。

笠
か さ

原
は ら

 春
は る

次
じ

さん（70歳）

　　 英
え い

子
こ

さん（64歳）

手を取って
一緒に

『内山峡』の詩
　全文254字の長詩です。詩の前半は、
内山峡の険しさ、雄大さにみせられ、そ
の頂上に登りつめた時の素晴らしさが表
現されています。
　後半には、一転悟りの境地が追求され、
“一心に精進して神仙の世界を求めてい

る人、反対に名利のために動いている俗
人、どちらに偏っても駄目だ。その中間
に人間としての本当の生き方があるの
だ。”と、美しい調べに乗せて、主張し
ています。
　こうした考えが、後に栄一が唱え、今
の時代にも必要とされる「道徳経済合一
説」につながっていきます。

▲「内山峡」の詩拓影（実寸：縦130㎝×横
225㎝・出典：渋沢栄一碑文集）
※この詩碑は、長野県佐久市内山峡の国道
254号線沿いの岩壁にはめ込まれています。
実物の拓本が渋沢栄一記念館にあります。

県大会に行かせてくれた
　　　　　　  パートナーへ

深谷中学校3年（現高校１年）　　石
いし

森
もり

茂
とも

起
き

 さん

　県大会に行かせてくれてありがとう。僕
ぼ く

が精神面

で弱くなった時に助けてくれてありがとう。トーナ

メントで外シード相手にやる時、最後に僕のサーブ

で決まったのは、このサーブを出すか悩んでいた時

に言ってくれた言葉に勇気づけられたからでした。

「サーブを打たれてもブロックしてあげるから。そ

れにそれがとられても俺がたくさんスマッシュを

打ってあげるから。」

　その言葉が勝利につながったと思います。ありが

とう。

 優秀賞
中学生の部
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　15組の親子が参加し、風力発電の仕組みについて学

びながら、自然エネルギーを使った手作りの風力発電機

を作製しました。

　8月2日～5日までの4日間、友好都市の岩手県田野

畑村から小学生23人が深谷市を訪れ、市内の小学生

30人と一緒に、市内各地を巡りながら交流を深めました。

　市内の大学や企業、NPO、県、市が連携して、子ど

もたちに学びの機会を提供する「子ども大学ふかや」が

開講し、46人が参加しました。

　7月25日から、小学生を対象に「夏休みわんぱくラ

ンド」が開催され、参加した子どもたちは、科学の実験

や飯ごう炊飯、ピザ作りなどたくさんの体験をしました。

　つばさ保育園で、夏祭りが開催されました。園児たち

は、自分たちで作製した、『ふっかちゃんみこし』を元

気に担ぎました。

　今年は「震災の復興記念と節電」をテーマに実施され

ました。照明にはLEDを使用し、会場には「がんばろ

う日本」ののぼり旗を立て、義援金も募りました。

　深谷まつりのクライマックスには、JR深谷駅前へ各

地区から豪華絢
けん

爛
らん

な山車・屋台13基が集結。大迫力の喧
けん

嘩
か

囃
ばや

子
し

を繰り広げました。

　岡部地区の夏の風物詩として親しまれている『ふれあ

いカーニバル』が開催されました。今年は、震災追悼の

ため、メッセージ付きの風船を飛ばしました。

　小学生19人、中学生20人の子ども議員が、日ごろ

から感じている疑問や「こんな深谷になってほしい」と

いう思いを発言しました。

出来上がった発電機をテスト。LED電球が明るく点灯しました

3日は、畠山重忠公史跡公園内にある重忠公のお墓をお参りしました

7日には開講式が行われ、その後、血液型についての講義を受けました 26日には、埼玉工業大学の学生たちが先生になって、科学の実験をしました

先生の笛に合わせて「わっしょい！わっしょい！」

山車・屋台が一列に並んだ光景は壮観

9日は、39人が宮城県石巻市へ出向き、国道の花壇にヒマワリの種を植え付けました

初めての本格的な議会に、ちょっと緊張気味の子ども議員

自分で作るエコエネルギー「風力発電教室」
川本サングリーンパーク

田野畑村の子どもたちと交流
市内各地

子ども大学ふかや開講
埼玉工業大学

いっぱい体験「夏休みわんぱくランド」
花園公民館

元気にわっしょい！ふっかちゃんみこし
つばさ保育園

はなぞのふるさと納涼夏まつり
花園総合運動公園

深谷の夏を彩る「第16回深谷まつり」
JR深谷駅前

第20回ふれあいカーニバルinおかべ
JR岡部駅前通り

復興への力になりたい…
市民ボランティア、被災地へ

こんな深谷になってほしい…「子ども議会」
深谷市役所議場

歴史に触れる「土器作り教室」
川本出土文化財管理センター

  7 ／
 31

  8 ／
 ３

  8 ／
 ７

  7 ／
 26

  8 ／
 14

  7 ／
 30

  7 ／
 24

  7 ／
 ９

  8 ／
 ２

  8 ／
 ６

会場には、被災地へのメッセージが書かれた提
ちょう

灯
ちん

も飾られました

  7 ／
 13

　小学生～大人までの21人が参加し、名人指導の下、

縄文土器を作製しました。27日には、土器が焼き上が

り、参加者から歓声が上がりました。

　東日本大震災の復興支援のため、7月9日から7回に

わたり、市民ボランティアが各地へ出向き、花壇の整備

やがれきの撤去、側溝の泥出しなどの活動をしました。

復興へのメッセージを乗せて、一斉に放たれた1万球の風船
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〈
往
復
は
が
き
の
記
入
例
〉

郵便往復はがき （返信裏）

往信

3 6 6 0 8 2 3

深
谷
市
本
住
町
17‐

３

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」

第
４
回
文
化
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト
係

郵便往復はがき （往信裏）

返信
申
込
者
の
住
所

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

氏
名

学
校
名
・
学
年

〔
全
員
行
か
な
い
〕
ま
た
は

〔
当
選
人
数
分
参
加
す
る
〕

付
添
人
の
人
数

申
込
者
の
お
名
前

申込者の郵便番号

【平成23年度中に追納する場合の額】

年　度
全額免除

若年者納付猶予
学生納付特例

3/4免除 半額免除 1/4免除

平成13年度の月分 15,350円 ― ― ―

平成14年度の月分 14,760円 ― 7,380円 ―

平成15年度の月分 14,540円 ― 7,270円 ―

平成16年度の月分 14,340円 ― 7,170円 ―

平成17年度の月分 14,380円 ― 7,190円 ―

平成18年度の月分 14,440円 10,830円 7,220円 3,610円

平成19年度の月分 14,470円 10,840円 7,230円 3,610円

平成20年度の月分 14,580円 10,940円 7,290円 3,640円

平成21年度の月分 14,660円 10,990円 7,330円 3,660円

平成22年度の月分 15,100円 11,320円 7,550円 3,770円

※平成20年度分以前の保険料には、加算額が上乗せされます。

救急医療の適正な利用をお願いします
●問い合わせ　保健センター（☎575‐1101）

　

近
年
、
救
急
医
療
を
担
う
医

師
が
減
少
し
、
第
二
次
、
第
三

次
救
急
医
療
機
関
の
疲
弊
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
軽
症

患
者
が
第
二
次
、
第
三
次
救
急

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
過
度
の
負
担
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者

の
約
50
％
が
軽
症
患
者
で
あ
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
（
消
防
本
部
調

べ
）。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
性
の

高
い
重
症
患
者
の
受
診
に
、
支
障
を
来

す
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
救
急
医

療
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
意
識
と
行
動
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
救
急
医
療
の
適
正
な
利
用
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

1
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
患
者
の
普
段

の
様
子
を
把
握
し
て
い
て
、
気
軽
に
健

康
相
談
や
、
病
気
・
薬
の
相
談
が
で
き

る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。
必
要
な

と
き
に
は
、
適
切
な
病
院
や
医
師
を
紹

介
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

2
で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内
に
受
診
し

ま
し
ょ
う

　

昼
間
、「
体
調
が
お
か
し
い
な
」
と

思
っ
た
ら
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
病
院
は
、
あ
く

ま
で
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

夜
間
の
急
病
や
緊
急
を
要
す
る
と
き

以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

3
休
日
・
夜
間
診
療
の
掛
か
り
方

　

救
急
病
院
の
医
師
は
、日
ご
ろ
か
ら
、

そ
の
患
者
の
様
子
を
見
て
い
る
「
か
か

り
つ
け
医
」
と
は
違
い
ま
す
。
す
ぐ
に

入
院
し
て
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
か
、

翌
日
ま
で
様
子
を
見
て
も
よ
い
か
な

ど
、
一
時
的
な
判
断
を
す
る
の
が
役
目

で
す
。

　

翌
日
ま
で
様
子
を
見
て
よ
い
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、応
急
処
置
を
受
け
て
、

改
め
て
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※25ページも併せてご覧ください。
■医療機関を受診する前に…
○埼玉県小児救急電話相談「＃8000」
　子どもの急病（発熱、下痢、嘔

お う

吐
と

など）時の家庭
での対処法や、受診の必要性について看護師が電話
で相談に応じます。
○埼玉県救急医療情報センター
　救急車を呼ぶほどではないが、緊急に受診が必要
なときや、休日・夜間などに、受診可能な医療機関
をご案内します。
○埼玉県医療機能情報提供システム
　県内約1万か所の医療機関や薬局を検索できます。
○子どもの救急ミニガイドブック
　子どもの急な病気やけがへの対処法など、落ち着
いて対応していただくためのガイドブックです。県
ホームページからダウンロードできます（か「子ど
もの救急ミニガイドブック」で検索）。
■初期救急医療体制
・休日急患診療所（内科・小児科）
・こども夜間診療所（小児科・内科（こども））
・在宅当番医（眼科・耳鼻咽喉科）
■消防テレホンサービス・医療機関のご案内
　災害情報、休日急患診療所・救急当番病院の問い
合わせは、消防テレホンサービス（☎0180‐ 99‐
4944）、指令課（☎571‐ 0119）へ

救急医療体制の役割と仕組み

初　期
救急医療体制

第二次
救急医療体制

第三次
救急医療体制

入院を必要としない軽症の救急患者に対応
休日急患診療所、こども夜間診療所、在
宅当番医

入院や手術を必要とする重症の救急患者
に対応
病院群輪番制病院、小児二次救急輪番制
病院

心筋梗
こう そ く

塞や頭部外傷など第二次救急では
対応できない生命の危機が切迫している
重
じゅう

篤
と く

な患者に対応
深谷赤十字病院救命救急センター

休日や夜間に体調が悪くなったら

　
『
口
笛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
』を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶く

楽ら

部ぶ

登

録
者
（
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の
登

録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
１
日
㈯
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

清
風
亭
（
大
寄
公
民
館

敷
地
内
）

内
容　
「
第
３
回
森
の
音
楽
祭
」

（
10
月
16
日
㈰
・
ふ
か
や
緑
の
王

国
で
開
催
）
に
出
演
さ
れ
る
柴し

ば

田た

晶あ
き

子こ

氏
（
口
笛
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）
が
、
知
ら
れ
ざ
る
口
笛
音

楽
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
伝
え
ま
す
。

定
員　

60
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
９
月

15
日
㈭
午
後
２
時
か
ら
、
教
育
庁

舎
内
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

申
し
込
み　

９
月
12
日
㈪
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で
参

加
し
た
い
か
た
は
、
は
が
き
１
枚

に
参
加
人
数
分
の
氏
名
を
記
入
の

上
、
抽
選
し
た
際
、
人
数
分
当
選

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
）・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き

よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取

り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
保
険
料
は
、
過
去
の
分
か

ら
順
次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
納
付

す
べ
き
一
部
の
保
険
料
を
期
限
内

に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

納
付
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
期

間
の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と

同
じ
）
と
な
り
、
追
納
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

アーティスト倶楽部　第４回文化遺産コンサート
●問い合わせ　生涯学習課（☎572‐9581）

し
な
か
っ
た
場
合
、「
全
員
行
か

な
い
」
ま
た
は
「
当
選
人
数
分
参

加
す
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    



142011.9. 広報ふかや15 2011.9. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み 電話

深
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
案
）に
対
す
る
ご
意
見
募
集

あ
都
市
計
画
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５

４
・
え

５
７
１
‐
１
０
９
２
・
お

toshi@
city.fukaya.saitam

a.jp

）

　

市
で
は
、
都
市
の
将
来
像
や
整
備
方
針

を
示
す
「
深
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
素
案

に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

資
料
の
閲
覧
場
所
●
都
市
計
画
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
総
合
支
所
、
深
谷
図
書

館
、
キ
ラ
ラ
上
柴
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法
●
９
月
22
日
㈭
〜
10
月

21
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
閲
覧
場
所
に

あ
る
意
見
提
出
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
、
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
後

日
公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意
見
に
直
接
回

答
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

深
谷
市
ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者
募
集

あ
農
業
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

　

ふ
る
さ
と
農
園
は
、
農
業
者
以
外
の
か

た
に
気
軽
に
農
業
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
●
市
内
在
住
の
農
業
者
以
外
の
か
た

で
、
各
農
園
の
管
理
組
合
に
加
入
可
能
な

か
た

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を
開
催

面
積
●
約
40
〜
１
０
０
㎡

利
用
料
●
貸
付
料
お
よ
び
農
園
内
の
農
機

具
な
ど
の
使
用
料
は
無
料

※
組
合
費
（
年
間
約
１
，０
０
０
円
）
と

栽
培
に
掛
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担

募集農園 区画数

明戸農園
（上増田524‐1） 27区画

沼尻農園
（沼尻663） 9区画

曲田農園
（曲田126） 10区画

人見農園
（人見805‐1） 9区画

川本農園
（長在家1054） 23区画

利
用
期
間
●
平
成
24
年
３
月
１
日
㈭
〜

※
１
年
契
約
で
、
最
大
５
年
間
利
用
可
能

い
９
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ

先
へ深

谷
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
会
員
募
集

あ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
う
５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
は
、
保
育
施
設

へ
の
送
迎
や
協
力
会
員
宅
で
の
一
時
預
か

り
で
す
。
依
頼
会
員
、
協
力
会
員
と
も
に

募
集
中
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、

入
会
説
明
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
入
会
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）】

と
き
●
９
月
20
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時
30

分と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
３
０
３
号
室

第
64
回
深
谷
市
美
術
展
・

第
25
回
シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展

あ
深
谷
公
民
館
（
う
５
７
１
‐
０
５
０
６
）

　

皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展
は
、
65
歳
以
上

の
か
た
が
対
象
で
す
。

イベント名 とき ところ

第64回
深谷市美術展

10月28日㈮～30日㈰
午前9時30分～午後5
時（30日は午後4時ま
で）
※茶道は30日のみ（掃
部寮で実施）

市民体育館

第25回
シルバー生活
文化展

10月28日㈮～30日㈰
午前10時～午後4時
（30日は午後3時まで）

深谷市民文化
会館展示室

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
各
公
民
館
へ

※
開
催
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
各
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。

懐
か
し
の
映
像
ビ
デ
オ
を
募
集

あ

ふ
か
や
映
画
祭
実
行
委
員
会
（
う

５
７
３
‐
８
７
０
７
）

　

10
月
16
日
㈰
〜
23
日
㈰
開
催
の
「
ふ
か

や
映
画
祭
」
で
、
昔
の
暮
ら
し
と
、
街
の

懐
か
し
い
姿
を
見
て
い
た
だ
く
上
映
会
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
に
眠
る
ビ
デ
オ

（
個
人
所
有
で
、
著
作
権
が
他
の
か
た
に

帰
属
し
な
い
も
の
）
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
映

し
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
ビ
デ
オ
上
映
は
、
10
月
17
日
㈪
〜
21
日

㈮
実
施
予
定

※
ビ
デ
オ
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
応
募

さ
れ
る
際
は
、
ダ
ビ
ン
グ
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

い
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

仙
元
山
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

参
加
者
・
団
体
募
集

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２

‐
３
０
０
０
）

対
象
●
自
転
車
や
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
楽
器
演
奏
団
体
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
団
体
、
飲
食
物

の
販
売
団
体
な
ど

と
き
●
10
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
仙
元
山
公
園

参
加
料
●
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
者
＝
無

料
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
＝
１

ブ
ー
ス
１
，０
０
０
円

い
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
問
い
合
わ
せ
先
へ

自
衛
官
募
集

あ
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地

域
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
４
８
５
５
・

〠
３
６
０
‐
０
０
３
７
熊
谷
市
筑
波
３
‐

90
‐
１
・
国
際
ビ
ル
２
階
）

受
け
付
け
●
９
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮
ま
で

に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

募集項目 応募資格 1次試験日

防衛
大学校生

高校卒業（見込
みを含む）で21
歳未満のかた

11月5日㈯
6日㈰

防衛医科
大学校生

高校卒業（見込
みを含む）で21
歳未満のかた

10月29日㈯
30日㈰

看護学生
高校卒業（見込
みを含む）で24
歳未満のかた

10月22日㈯

資
料
請
求
●
問
い
合
わ
せ
先
へ

煉
瓦
講
座

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
深
谷
の
赤
煉れ

ん

瓦が

の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
「
煉
瓦
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
後
は
、
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
て
、
秋
に
行
わ
れ
る
国
指
定

重
要
文
化
財
「
旧
煉
瓦
製
造
施
設
」
臨
時

公
開
の
ガ
イ
ド
や
そ
の
補
助
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

1
第
１
回
「
煉
瓦
製
造
と
備び

前ぜ
ん

渠き
ょ

鉄て
っ

橋き
ょ
う

」

講
師
●
小こ

林ば
や
し

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

氏
（
㈶
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
）

と
き
●
10
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

2
第
２
回「
日
本
煉
瓦
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
」

講
師
●
韮に

ら

塚づ
か

雄ゆ
う

一い
ち

氏
（
熊
谷
商
業
高
等
学

校
）

と
き
●
10
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

【
各
講
座
共
通
事
項
】

と
こ
ろ
●
日
本
煉
瓦
史
料
館
（
上
敷
免
28

‐
10
）

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
５
０
０
円
（
資
料
代
）

い
９
月
12
日
㈪
〜
22
日
㈭
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

第
３
回
あ
な
た
の
た
め
の
元
気
ア
ッ

プ
健
康
講
座

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１

０
１
・
え
５
７
４
‐
６
６
６
８
）

と
き
●
９
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
●
豊
里
公
民
館
大
会
議
室

内
容
●
生
活
習
慣
病
と
脳
血
管
疾
患
〜
脳
血

管
疾
患
は
寝
た
き
り
の
原
因
第
１
位
で
す
〜

講
師
●
小こ

暮ぐ
れ

太た

郎ろ
う

氏（
小
暮
医
院
副
院
長
）

定
員
●
先
着
50
人

い
９
月
５
日
㈪
か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
準
備
講
習
会

と
試
験

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

危険物準備講習会
種別 講習日 会場 費用（テキスト代含む）

乙4類 10月1日㈯
2日㈰ キララ上柴 会　員 9,700円

非会員 10,700円

※会員とは、深谷地区防火安全協会に加入されている事業所
および従業員のかた

危険物試験
種別 試験日 会場 費用（郵便振り込み）

全種類 11月27日㈰ 東京国際大学
（川越市）

甲　種 5,000円
乙　種 3,400円
丙　種 2,700円

　

い
講
習
会
●
９
月
13
日
㈫
〜
26
日
㈪
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

試
験
●
10
月
20
日
㈭
〜
31
日
㈪
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
郵
送
で
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
（
〠
３
３
０
‐

０
０
６
２
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
２
‐

13
‐
８
・
ほ
ま
れ
会
館
２
階
）
へ

男
女
共
同
参
画
支
援
講
座「
楽
し
く

活
気
あ
る
生
活
を
皆
で
目
指
し
て
」

あ
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

と
き
・
内
容
●
①
10
月
16
日
㈰
・
不
思
議

と
仲
良
く
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術　

②
10
月
23
日
㈰
・
一
人
じ
ゃ
な
い
ん

だ
マ
イ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※
両
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴

講
師
●
八や

巻ま
き

礼ゆ
き

弘ひ
ろ

氏
（
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
女

性
の
悩
み
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定
員
●
30
人

い
９
月
14
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

障
害
者
料
理
教
室

あ
い
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
歩ぽ

っ
ぽ歩　

（
う
５
７
５
‐
１
１
１
５
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
障
害
の
あ
る
か
た

と
き
・
と
こ
ろ
・
メ
ニ
ュ
ー
●
①
９
月
14

日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
・
幡
羅
公
民

館
・
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ　

②
12
月
７
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
・
南
公
民

館
・
ゆ
ず
も
ち　

③
平
成
24
年
２
月
14
日

㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
・
幡
羅
公

民
館
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

定
員
●
各
日
約
20
人

参
加
料
●
１
回
＝
５
０
０
円
（
食
材
費
）

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

『
良
い
食
生
活
料
理
教
室
』

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
成
人
の
か
た

とき・ところ

9月26日㈪
午前9時30分～
もくせい館

9月27日㈫
午前9時30分～
深谷市保健センター

9月28日㈬
午前9時30分～
花園保健センター

10月2日㈰
午前9時30分～
岡部保健センター

定
員
●
各
日
30
人

内
容
●
調
理
実
習
（
主
食
・
主
菜
・
副
菜

・
デ
ザ
ー
ト
）

参
加
料
●
４
０
０
円
（
食
材
費
・
保
険
料

な
ど
）

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

い
９
月
７
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
各
実
施

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐

０
０
０
５
）

とき 内容 ところ

  9月12日㈪午前10時～ ジムナスティック 深谷ビッグタートルサブアリーナ

  9月13日㈫午前10時～ 運動会旗製作 深谷保育園

  9月15日㈭午前10時～ 運動会旗製作 深谷西保育園

  9月26日㈪午前 9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷保育園

  9月27日㈫午前10時～ 運動会旗製作 深谷保育園

  9月29日㈭午前10時～ 運動会旗製作 深谷西保育園

10月  3日㈪午前 9時30分～ ジュニア（０・１歳児） 深谷西保育園

10月  4日㈫午前10時～ 運動会練習 深谷保育園

10月  6日㈭午前10時～ 運動会練習 深谷西保育園

10月  8日㈯午前10時～ もぐもぐPoPo（栄養試食会）要予約 深谷保育園・深谷西保育園

☆
運
動
会
☆

と
き
●
10
月
17
日
㈪
集
合
＝
午
前
９
時
15
分

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
料
●
大
人
＝
3
0
0
円
、
子
ど
も
＝

2
0
0
円

い
９
月
12
日
㈪
〜
10
月
８
日
㈯
ま
で

に
、
参
加
料
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

☆
す
く
す
く
交
流
会
☆

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。
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高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
10
月
20
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈰
ま
で
実
施

し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
接
種
費
用
の
一

部
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

接
種
費
用
や
接
種
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
ふ
か
や
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
か
た
、
中
国
残
留
邦
人
等
支
援

給
付
制
度
の
受
給
を
受
け
て
い
る
か
た
は

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

子
宮
頸け

い

が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
対
象
者
の
か

た
へ
５
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。
同
封

の
通
知
を
確
認
し
、
ご
希
望
の
医
療
機
関

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
●
平
成
23
年
４
月
20
日
現
在
、
市
内

在
住
の
女
性
で
、
平
成
22
年
４
月
２
日
〜

23
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
次
の
年
齢
を

迎
え
た
か
た

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者
】

20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳

【
乳
が
ん
検
診
対
象
者
】

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳

利
用
期
間
●
平
成
24
年
２
月
29
日
㈬
ま
で

※
年
明
け
以
降
は
、
予
約
が
取
り
に
く
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
、
早
め
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
開
始
さ
れ
ま
し
た

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
不
足
の
た
め
、
初

９
月
診
療
分
の
医
療
費
の
領
収
書　

③
本

人
名
義
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
を
変
更
す

る
場
合
）

助
成
額
●
埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
費
（
ま

た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
）
の
一

部
自
己
負
担
金
の
合
計
額
と
年
限
度
額

３
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

初
め
て
登
録
を
受
け
る
か
た
の
申
請
に
必

要
な
物
●
①
埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
）
②
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
費
）

の
助
成

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
（
精
神
通
院
）
を
お
持
ち
の
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
か
た

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
●
①
平
成
23
年
４
〜
９

月
分
の
医
療
費
（
受
給
者
証
に
記
載
し
て

あ
る
指
定
医
療
機
関
）
の
領
収
書　

②
自

己
負
担
上
限
額
管
理
票
（
記
載
の
あ
る
も

の
）
③
申
請
書　

④
本
人
名
義
の
預
金
通

帳
（
新
規
と
振
込
先
を
変
更
す
る
場
合
）

⑤
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精
神
通

院
・
申
請
中
の
か
た
は
申
請
者
控
え
）

助
成
額
●
月
額
自
己
負
担
上
限
額
ま
た
は

各
月
ご
と
の
支
払
額
の
う
ち
、
少
な
い
方

の
額
の
半
額

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

送
迎
を
受
け
て
い
る
か
た

補
助
金
額
●
１
ℓ
に
つ
き
50
円
で
、
自
動

車
は
１
，２
５
０
円
、
バ
イ
ク
は
２
５
０

円
が
月
額
上
限
（
自
動
車
と
バ
イ
ク
の
重

複
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、タ
ク
シ
ー

券
と
の
選
択
制
で
す
）

申
請
に
必
要
な
物
●
①
車
検
証　

②
障
害

者
本
人
の
運
転
免
許
証
（
障
害
者
が
18
歳

未
満
の
場
合
お
よ
び
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の

場
合
は
、
家
族
の
運
転
免
許
証
）
③
平
成

23
年
４
〜
９
月
分
の
燃
料
費
の
領
収
書

初
め
て
認
定
を
受
け
る
か
た
の
申
請
に
必

要
な
物
●
①
障
害
者
手
帳　

②
運
転
免
許

証　

③
車
検
証　

④
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

※
認
定
を
受
け
た
月
の
燃
料
費
か
ら
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

 

難
病
患
者
支
援

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
か
た

1
管
轄
の
保
健
所
で
申
請
・
承
認
さ
れ
た

埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

2
特
定
疾
患
で
受
診
し
た
医
療
費
の
自
己

負
担
金
が
あ
る
か
た
（
重
度
医
療
・
こ
ど

も
医
療
・
ひ
と
り
親
医
療
な
ど
、
ほ
か
の

公
的
医
療
費
補
助
を
受
給
し
て
い
る
か
た

を
除
く
）

申
請
に
必
要
な
物
●
①
埼
玉
県
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
）
②
平
成
23
年
４
〜

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

1
本
人
名
義
の
車
ま
た
は
バ
イ
ク
を
運
転

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
か
た　

※
18
歳
未
満
は
、
家
族
名
義
の
車
な
ど
に

よ
る
通
園
・
通
学
な
ど
の
送
迎
を
受
け
て

い
る
か
た

2
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
を
お
持
ち
で
家
族
名

義
の
車
な
ど
に
よ
る
通
園
・
通
学
な
ど
の

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
電
話
番
号
●
う
５
７
０
‐
６
１
１
１

受
付
時
間
●
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
９
月
30
日
㈮
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
（
先
着
20
人
・
４
歳
以
下
）。

申
し
込
み
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

高
齢
者
介
護
手
当
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
５
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
、
要

介
護
４
・
５
と
認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
月
に
20
日
以
上
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
か
た

申
請
●
４
月
と
10
月
の
年
２
回
で
す
。
10

月
は
、
平
成
23
年
４
〜
９
月
ま
で
の
手
当

の
申
請
月
で
す
。

※
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
あ
り

ま
す
。

支
給
金
額
●
月
額
１
０
，０
０
０
円

申
請
期
間
●
10
月
５
日
㈬
〜
31
日
㈪

申
請
に
必
要
な
物
●
①
要
介
護
４
・
５
と

認
定
さ
れ
た
か
た
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証　

②
介
護
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
か

た
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
の
変
更
が
無
い

場
合
を
除
く
）
③
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
が
分
か
る

物
（
入
院
の
場
合
は
領
収
書
）

自
動
車
等
燃
料
費
の
補
助

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

　

平
成
23
年
度
の
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
●
市
民
、
ま
た
は
市
民
に
扶
養
さ

れ
、
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る

か
た

受
付
窓
口
●
市
役
所
本
庁
舎
、
総
合
支
所
、

市
内
郵
便
局
（
郵
便
局
は
12
月
末
ま
で
）

共
済
期
間
●
加
入
さ
れ
た
翌
日
〜
平
成
24

年
３
月
31
日
㈯

共
済
会
費
（
年
額
）
●
一
般
＝
９
０
０

円
、
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円
（
中
途
加

入
の
場
合
も
同
額
）

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

診
査
の
予
約
受
け
付
け
中

あ
保
険
年
金
課
（ 

う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

　

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定
健

康
診
査
（
特
定
健
診
）
を
11
月
８
日
㈫
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
費
用
●
５
０
０
円

予
約
方
法
●
広
報
ふ
か
や
５
月
号
折
り
込

み
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
対
象
者
の
か
た
に
お

届
け
し
た
特
定
健
診
の
個
別
通
知
に
同
封

さ
れ
て
い
る
「
健
診
の
日
程
表
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
方
法
の
ご
案
内
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
健
診
の
項

目
を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
特
定
健
診
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
検
診
・
30
歳
代
健
診
の
申
し
込

み
は
お
済
み
で
す
か
？

あ

保
健
セ
ン
タ
ー
（ 

う

５
７
５
‐

１
１
0
１
）

　

各
種
が
ん
検
診
・
30
歳
代
健
診
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

広
報
ふ
か
や
５
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日
程
を
確
認
の
上
、

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐

０
０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
岩い

わ

崎さ
き

政ま
さ

雄お

陶
歴
40
周
年
記
念
作
陶
展

と
き
●
９
月
17
日
㈯
〜
23
日
㈷

内
容
●
京
都
で
修
業
し
、
作
陶
40
年
。
故

郷
で
初
め
て
の
展
示
会
（
約
50
点
展
示
）

◇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習
会

と
き
●
①
９
月
９
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分　

②
９
月
16
日
㈮
午
後
２

時
〜
４
時
30
分
（
２
回
コ
ー
ス
）

内
容
●
か
わ
い
い
小
物
入
れ
を
製
作

参
加
料
●
３
，５
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
10
人

◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
習
会

と
き
●
９
月
12
日
㈪
①
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分　

②
午
後
２
時
〜
４
時

内
容
●
ペ
ン
立
て
を
製
作

参
加
料
●
３
，５
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
各
10
人

◇
パ
ス
テ
ル
和な

ご
み

ア
ー
ト
講
習
会

と
き
●
９
月
26
日
㈪
①
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

内
容
●
パ
ス
テ
ル
を
粉
に
し
て
、
優
し
い

タ
ッ
チ
の
絵
を
製
作

参
加
料
●
１
，５
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

定
員
●
各
５
人

交
通
災
害
共
済
加
入
受
け
付
け

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
３
）

と
き
●
毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
（
要
予
約
）　

内
容
●
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
親
子
触
れ

合
い
工
作
な
ど

第
６
回
深
谷
市
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）

　

障
害
の
あ
る
か
た
、
家
族
、
地
域
の
人

た
ち
が
、
玉
入
れ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
（
競

技
）
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
た
り
、
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
●
10
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
予
定
）

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

テ
ー
マ
●
夏
の
星
座
を
見
る

と
き
●
９
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜
（
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
24
日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

父の詫
わ

び状　　　　　向
むこう

田
だ

邦
く に

子
こ

ふかや必読書ふかや必読書 ３0

　威張った言動に見え隠れする、一家の大黒柱としての
責任を必死に果たそうとする父の喜び、悲しみ。
　日常のささいな出来事が、向田邦子という名人の手で
紡ぎ出されると、家族のかけがえのないエピソードとし
て輝き出します。
　読み終えてあなたの家族を見詰め直してみると、照れ
や見栄に隠れていた家族の温かい素顔が見えるようにな
るのではないでしょうか。感情を抑えた簡潔な表現、練
り込まれた構成、読み終えてハッと気付かされる題名に
込められた意味…。随筆の名人芸を堪能できる1冊です。

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　関東よさこいダンスフェスタや郷
土芸能の披露、フリーマーケットな
ど、さまざまなイベントが行われま
すので、ぜひご来場ください。
とき●10月9日㈰午前9時30分～午
後8時
ところ●コスモス街道周辺
あおかべコスモス祭2011実行委員
会（う585‐3750）

おかべコスモス祭2011

ふかや9月[14-23].indd   16-17 2011/09/14   16:43:53



182011.9. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

19 2011.9. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

あ
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん

（
う
０
９
０
‐
２
４
０
４
‐
５
７
８
４
）

対
象
●
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
者
お
よ
び
連
盟
登
録
者

と
き
●
10
月
23
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
〜

（
予
備
日
11
月
６
日
㈰
）　

と
こ
ろ
●
常
盤
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

種
目
●
男
子
の
部
、
女
子
の
部

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
１
，５
０
０
円（
保

険
料
を
含
む
）

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

か
顧
問
の
先
生
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

秋
期
水
泳
教
室

あ
市
水
泳
連
盟
・
須す

藤ど
う

さ
ん
（
う
５
７
３

‐
８
３
０
３
）

対
象
●
高
校
生
以
上
（
泳
げ
な
い
・
泳
ぎ

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
か
た
）

と
き
●
10
月
８
日
〜
22
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
全
３
回
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ
●
パ
テ
ィ
オ

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
２
，５
０
０
円
（
保
険
料
・
入

場
料
を
含
む
）

申
し
込
み
●
９
月
５
日
㈪
〜
10
月
２
日
㈰

ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
パ
テ
ィ
オ
へ

太
極
拳
教
室

あ
市
武
術
太
極
拳
連
盟
・
中な

か

村む
ら

さ
ん
（
う

５
７
２
‐
２
９
１
４
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
初
心
者

と
き
●
10
月
21
日
〜
11
月
11
日
ま
で
の
毎

拳
士
の
部
）、
男
子
高
校
（
有
段
者
の
部
、

級
拳
士
の
部
）、女
子
高
校（
有
段
者
の
部
、

級
拳
士
の
部
）、小
中
学
生（
有
段
者
の
部
、

１
〜
３
級
の
部
）、
小
学
生
（
４
〜
６
級

の
部
、
７
級
以
下
の
部
）

【
組
演
武
】
形
の
区
分
と
同
じ

※
３
人
掛
は
、
不
可

※
男
女
の
組
み
合
わ
せ
は
、
一
般
の
部
に

出
場

【
団
体
】
少
年
団
体
の
部
（
６
〜
８
人
）

参
加
料
●
１
，０
０
０
円
（
２
種
目
出
場

可
・
保
険
料
を
含
む
）

い
９
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

あ
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
鏡か

が
み

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
９
３
６
４
‐
５
８
８
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
学
の
高
校
生
・
中

学
生
お
よ
び
連
盟
登
録
者

と
き
●
10
月
16
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館

種
目
●
個
人
戦
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
１

〜
３
部
）

※
女
性
同
士
（
中
学
生
同
士
を
除
く
）
の

参
加
可
。
親
子
（
子
は
中
学
生
に
限
る
）

で
あ
れ
ば
男
性
同
士
の
参
加
可

参
加
料
●
高
校
生
・
中
学
生
＝
１
人
５
０

０
円
、
連
盟
登
録
者
＝
１
人
１
，０
０
０

円
（
保
険
料
・
シ
ャ
ト
ル
代
を
含
む
）

定
員
●
先
着
60
チ
ー
ム

い
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
大
会
当
日
の
連
盟
登
録
可
（
登
録
料
＝

年
間
１
人
１
，０
０
０
円
）

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

‐
１
１
２
８
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者

と
き
●
10
月
23
日
㈰
受
付
＝
高
校
生
の
部

は
午
前
８
時
30
分
〜
、
一
般
の
部
は
午
後

０
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
【
近
的
個
人
戦
】
高
校
生
の
部
、

一
般
の
部
（
各
男
女
別
）

参
加
料
●
２
０
０
円
（
当
日
集
金
・
保
険

料
を
含
む
）

い
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
先
へ

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

あ
市
山
岳
連
盟
・
島し

ま

田だ

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
１
４
０
５
‐
７
５
１
８
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
小
学

生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

と
き
●
10
月
16
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
集
合

＝
午
前
６
時
に
深
谷
公
民
館

と
こ
ろ
●
尾
瀬
・
至し

仏ぶ
つ

山さ
ん

※
歩
行
予
定
時
間
＝
約
４
時
間
30
分

参
加
料
●
５
，５
０
０
円
（
保
険
料
・
バ

ス
代
を
含
む
）

定
員
●
先
着
40
人

い
９
月
13
日
㈫
か
ら
、
参
加
料
を
添
え
て

市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

市
民
少
林
寺
拳
法
大
会

あ
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ
ん
（
う

５
７
３
‐
１
７
９
８
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
お
よ

び
連
盟
登
録
者

と
き
●
10
月
９
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
15

分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
【
形
】
一
般
（
有
段
者
の
部
、
級

お
子
さ
ん
（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
９
月
中
に
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
日
時
・
会
場
な

ど
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
さ
れ
た
学
校
で
受
診
で
き

な
い
場
合
は
、
そ
の
学
校
へ
連
絡
の
上
、

他
の
学
校
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
学
に
際
し
特
に
配
慮
を
要
す

る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ッ
カ
ー
祭

深
谷
カ
ッ
プ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

あ
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
松ま

つ

本も
と

さ
ん
（
う

０
９
０
‐
１
０
４
７
‐
７
９
３
１
）

対
象
●
15
歳
以
上
の
市
内
在
住
か
在
勤
・

在
学
者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

と
き
●
10
月
30
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜　

と
こ
ろ
●
深
谷
フ
ッ
ト
サ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
上
柴
町
東
３
‐
13
‐
16
）

募
集
チ
ー
ム
●
先
着
16
チ
ー
ム

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
６
，０
０
０
円（
代

表
者
会
議
で
集
金
・
保
険
料
は
含
み
ま
せ

ん
）

い
９
月
11
日
㈰
〜
10
月
９
日
㈰
ま
で
に
、

深
谷
フ
ッ
ト
サ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
へ

※
申
込
用
紙
は
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

代
表
者
会
議
●
10
月
24
日
㈪
午
後
７
時

〜
・
深
谷
公
民
館

市
民
弓
道
大
会

あ
市
弓
道
連
盟
・
矢や

木ぎ

さ
ん
（
う
５
７
５

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
20
日
〜
26
日「
動
物
愛
護
週
間
」

あ
環
境
課
（
う
５
８
５
‐
５
１
５
０
）

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
「
命
の

責
任
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
覚
悟
を
持
た
な
い
ま
ま
で
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
た
場
合
、
飼
い
主
に
と
っ
て
も

ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
も
不
幸
な
結
果
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
毎
年
約
６
，０
０
０
匹
の

犬
や
猫
が
殺
処
分
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約

２
，０
０
０
匹
は
、
飼
い
主
か
ら
引
き
取

ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
無

責
任
に
捨
て
た
場
合
、
犯
罪
行
為
と
し
て

動
物
愛
護
管
理
法
に
よ
っ
て
50
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

犬
に
関
す
る
相
談
●
熊
谷
保
健
所
（
う

５
２
３
‐
２
８
１
１
）

猫
に
関
す
る
相
談
●
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

（
う
５
３
６
‐
２
４
６
５
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

と
き
●
９
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

重
点
目
標
●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

交
通
事
故
死
者
数
全
体
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
が
半
数
を
超
え
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛
け

た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
思
い
や

り
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

就
学
時
健
康
診
断

あ
学
校
教
育
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
７
８
）

　

平
成
24
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

回
接
種
者
へ
の
接
種
が
差
し
控
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
供
給
量
が
確
保
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
７
月
20
日
か
ら
す
べ
て
の
子

宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
公

費
負
担
対
象
者
（
中
学
校
１
年
生
〜
高
校

１
年
生
）へ
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

接
種
を
希
望
す
る
か
た
は
、
市
内
の
受
託

医
療
機
関
へ
電
話
予
約
の
上
、
早
め
に
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
費
用
公
費
負
担
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
５
月
上
旬
に
対
象
者
へ
郵
送

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
手
続
き
で
き
ま
す
！

〜
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
〜

あ
情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
う
５
７
４
‐
８
５

６
３
）

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

「
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
に
ア
ク

セ
ス
し
て
、
市
や
県
へ
の
申
請
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
え
ま
す
。
引
っ
越
し
に

伴
う
水
道
関
係
の
手
続
き
や
犬
の
新
規
登

録
申
請
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
総
合
案
内
か
ら
、

電
子
申
請
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

あ
下
水
道
課
（
う
５
７
２
‐
８
６
３
３
）

　

す
で
に
下
水
道
管
の
工
事
が
完
了
し
て

い
る
地
域
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
で
す
。
公
共
下
水
道
へ
接
続
し

て
い
た
だ
く
と
、
汚
水
が
道
路
側
溝
に
流

れ
な
く
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
も
少
な

く
な
り
、嫌
な
に
お
い
も
な
く
な
り
ま
す
。

同
時
に
川
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、
魚
や
小

鳥
の
住
む
豊
か
な
環
境
が
守
れ
ま
す
。

　

宅
内
接
続
工
事
は
、
深
谷
市
下
水
道
指

定
工
事
店
の
登
録
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う

　

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
し
ょ

う
が
い
を
も
っ
て
い
て
、
左
の
手
足
が

動
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、左
手
と
左
足
が
動
か
な
く
て
も
、

お
ふ
ろ
に
自
分
で
は
い
れ
ま
す
。
わ
た

し
が
、
も
し
も
左
手
と
左
足
が
動
か

な
か
っ
た
ら
、
お
ふ
ろ
に
一
人
で
は
は

い
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
、
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
、
わ
た
し
は
ほ
と
ん
ど
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
左
手
と
左
足
が
動
か
な
い
こ
と

は
、
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
だ
け
ど
、

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
花
が
大
好
き
で

す
。
わ
た
し
の
家
の
庭
に
は
、
花
が

た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
全
部
水
く
れ
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
水
く
れ

を
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
花
に
水

を
あ
げ
て
い
る
す
が
た
を
見
て
い
る

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
花
を
ま
る
で

人
間
の
よ
う
に
せ
わ
を
し
て
い
る
よ
う

藤沢小学校5年
飯
い い

田
だ

美
み

紗
さ

希
き

さん

に
思
い
ま
し
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が
小
さ

い
と
き
、
い
っ
し
ょ
に
お
さ
ん
ぽ
を
し

て
く
れ
た
り
、
な
わ
と
び
を
見
て
い
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た

し
が
け
が
を
し
た
と
き
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
薬
を
ぬ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
く

し
て
も
ら
っ
て
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

わ
た
し
が
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
、

お
母
さ
ん
に
し
か
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
わ
た
し
が
い
じ
け

て
お
こ
っ
て
い
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
わ
た
し
に
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
か
ら
ね
。
今
度
か

ら
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
。」

と
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
み
か
た
に
な
っ

て
く
れ
た
よ
う
で
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と

が
好
き
で
す
。わ
た
し
は
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
今
ま
で
い
っ
ぱ
い
た
す
け
て
も

ら
っ
た
の
で
、
今
度
は
わ
た
し
が
お
じ

い
ち
ゃ
ん
を
、
た
す
け
て
い
き
た
い
で

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
花
の
水
く
れ
を

し
て
い
た
ら
、
い
っ
し
ょ
に
わ
た
し
も

や
り
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、

お
医
者
さ
ん
に
な
る
こ
と
が
ゆ
め
で

す
。
い
つ
か
お
と
な
に
な
っ
て
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
左
手
と
左
足
を
な
お
し
て

あ
げ
た
い
で
す
。
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後
０
時
30
分

6
入
門
ヨ
ガ
教
室

と
き
●
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
45
分
〜
午

後
０
時
45
分

7
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

と
き
●
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分

【
各
教
室
共
通
事
項
】

対
象
●
18
歳
以
上

と
こ
ろ
●
研
修
会
議
室

定
員
●
各
先
着
30
人

参
加
料
●
１
回
４
０
０
円
（
保
険
料
を
含

む
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
時
間
内
に
参
加

さ
れ
る
か
た
は
無
料

※
休
講
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
体
力
測
定

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１

・
え
５
７
４
‐
５
８
６
１
）　

対
象
●
20
〜
79
歳
ま
で
の
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
者

と
き
●
10
月
22
日
㈯
午
後
７
時
〜
、
受
付

＝
午
後
６
時
45
分
〜

と
こ
ろ
●
藤
沢
公
民
館
体
育
室

測
定
項
目
●
文
部
科
学
省
「
新
体
力
テ
ス

ト
（
全
６
種
目
）
」

い
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
）

で
問
い
合
わ
せ
先
へ　

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
門
太
極
拳
教
室

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２

‐
３
０
０
０
）

と
き
●
10
月
14
日
㈮
・
21
日
㈮
・
28
日
㈮

週
金
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分

と
こ
ろ
●
上
柴
公
民
館
体
育
室　

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
10
月
５
日
㈬
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

協
会
発
足
20
周
年
記
念
ウ
オ
ー
ク（
６
km
）

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
柿か

き

澤ざ
わ

さ
ん
（
う

５
７
２
‐
４
７
４
４
）

対
象
●
オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

と
き
●
10
月
16
日
㈰
（
雨
天
決
行
）
集
合

＝
午
前
８
時
30
分
に
産
業
会
館　

コ
ー
ス
●
産
業
会
館
（
午
前
９
時
出
発
）

〜
唐
沢
川
〜
誠せ

い

之し

堂ど
う

・
清
風
亭
〜
深
谷
中

学
校
〜
産
業
会
館
（
正
午
到
着
予
定
）　

参
加
料
●
一
般
＝
３
０
０
円
（
当
日
集

金
・
保
険
料
を
含
む
）、
協
会
会
員
＝
無

料
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
主
催

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室（
10
〜
12
月
）

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２

‐
３
０
０
０
）

1
入
門
ラ
テ
ン
エ
ア
ロ
＆
サ
ル
サ
教
室

と
き
●
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

2
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

3
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ
教
室

と
き
●
毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
15
分
〜
９

時
15
分

4
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
教
室（
新
規
）

と
き
●
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

5
エ
ア
ロ
シ
ェ
イ
プ
教
室

と
き
●
毎
週
木
曜
日
午
前
11
時
30
分
〜
午

（
全
３
回
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

参
加
料
●
１
，２
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
９
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
問
い
合
わ
せ
先
へ

*

９
月
20
日
は「
バ
ス
の
日
」

あ
都
市
計
画
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
４
）

　

明
治
36
年
9
月
20
日
、
日
本
で
初
め
て

京
都
市
で
乗
り
合
い
バ
ス
が
走
り
始
め
ま

し
た
。
こ
の
日
を
記
念
し
て
9
月
20
日
を

「
バ
ス
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

バ
ス
の
利
用
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
者
な
ど
の
貴
重
な
移
動
手
段
で

あ
り
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
地
球
環
境
へ

の
配
慮
な
ど
か
ら
バ
ス
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
く
る
リ
ン
」
や
民
間
バ
ス
事
業
者

２
社
が
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
く
る
リ
ン
」
の

コ
ー
ス
マ
ッ
プ
付
き
時
刻
表
は
、
市
役
所

本
庁
舎
、
総
合
支
所
、
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
㈱
か
ら
寄
付

あ
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
５
）

　

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
㈱
か
ら
、
直
管
形

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
68
本
の
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お

知
ら
せ

あ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
３

‐
３
３
４
５
）

　

９
月
末
を
も
っ
て
、
岡
部
・
川
本
・
花

園
事
務
所
を
閉
鎖
し
ま
す
。
10
月
以
降
の

注
文
・
問
い
合
わ
せ
は
、
深
谷
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

中小企業近代化
経営資金 3,000万円 1.80% 運転資金 10年

設備資金 12年 0.45～1.59％

小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.45～1.59％

特別小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金  6年
設備資金  8年 0.80%

中小企業緊急
運転資金 1,000万円 1.625% 運転資金  5年 0.45～1.59％

※
中
小
企
業
緊
急
運
転
資
金
に
つ
い
て

は
、
融
資
実
行
後
市
が
保
証
料
を
全
額
補

助
し
ま
す
。

納
期
の
お
知
ら
せ

９
月
30
日
㈮
＝
固
定
資
産
税
第
３
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

パソコン教室

ところ 講座名 内容 とき（10月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

デジカメ写真
活用術１

P
ピ カ サ

ICASA3を使っての写真の
修正や加工

3日㈪
4日㈫

午前9時～
11時45分

先着
12人

各500円
（資料代）

日本語入力ができるかた

わくわく入力 文字入力のマスターと文節変
換・単語登録など

5日㈬
6日㈭

先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

写真入り
はがき作成

デジカメ写真を入れたはがき
の作成 13日㈭ 先着

18人
日本語入力ができ、デジ
カメをお持ちのかた

Excel入門 表の作成と書式設定、計算式
の入力と関数の利用など

17日㈪
18日㈫

先着
18人 日本語入力ができるかた

インターネット
入門

ホームページの閲覧、お気に入
りへの登録など

25日㈫
26日㈬

先着
18人 日本語入力ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　あい9月22日㈭午前9時から、参加料を添えて深谷公民館へ

■パティオからのお知らせ
　パティオは午前10時からの営業となります。また、3時間制が解除となりましたので、泳ぎの練習をしたり、のんびり過
ごしたりと一日中遊び放題です。

営業時間 入場料 注意
午前10時～午後9時
（最終入場は、午後8
時15分）
※火曜日休館

一般＝800円
小・中学生＝400円

※10月から一般1,000円、小・中学生
500円となります。

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの
入場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、
小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨や
タトゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考

ブーケ作り教室
講師／吉

よし

野
の

信
しん

二
じ

季節の花を使ってブーケを作ってみま
せんか？

10月15日㈯　
午後1時30分～3時30分

ところ／１階フラワーホスピタル
参加料／2,000円（材料費を含む）
定員／20人
い9月7日㈬～30日㈮までに、電話または直
接問い合わせ先へ

無料園芸相談
相談員／門

かど

井
い

照
てる

光
みつ

園芸のお悩みをスッキリ解決しません
か？

9月の各日曜日
※都合により変更となる
場合があります。

ところ／１階フラワーホスピタル

プールプログラム
講師／保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

・
小
こ

暮
ぐれ

美
み

佐
さ

子
こ

陸上の運動と違って、ひざや腰の負担
が少ない水中運動（アクアエクササイ
ズ)を始めてみませんか？予約は不要
です。

お問い合わせください。

ところ／造波プール・25ｍプール
定員／アクアビクスおよびアクアウオーキン
グは、各回先着20人、その他は各回先着
10人
※ご希望のプログラムを選択できます。
参加料／無料（プール利用料金は必要）

■料金を改定します
　行財政改革推進計画に基づき、各種施設の使用料の見直しが行われた結果、10月1日㈯からプールと研修室の利用料金
が改定されます。皆さんのご理解をお願いします。
10月1日からのパティオ利用料金

個　人

一　般 1,000円

年間利用券

一　般 30,000円

小・中学生 500円 中学生 15,000円

小学校未就学児 無料 小学生 11,000円

6か月利用券
一　般 15,500円

3か月利用券
一　般 8,500円

小・中学生 8,000円 小・中学生 4,500円

第1研修室
1時間 500円

第2研修室
1時間 200円

全　日 5,000円 全　日 2,000円

グリーンパーク・パティオ（ 574‐ 5000）
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

23 2011.9. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子
のための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
9月8日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／０～３歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会
絵本「あきいろおさんぽ」、ストー
リーテリング（語り）「ならなしと
り」、紙芝居「たいこをドン」など

9月24日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 おはなし会 絵本の読み聞かせ・紙芝居など 9月１７日㈯

午前１1時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会

絵本「ジオジオのかんむり」・「ぞ
うくんのあめふりさんぽ」、紙芝居
「ちびろぼくん」、折り紙

9月10日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

1部：おはなしと映画「お月様とう
さぎ」・「忍たま乱太郎のがんばる
しかないさ」
2部：絵本、紙芝居、エプロンシ
アター、ストーリーテリング、手遊
び、手品など

10月1日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（4館共通）
　【  9月】　5日㈪・  9日㈮・12日㈪・20日㈫・26日㈪
　【10月】　3日㈪・11日㈫・14日㈮・17日㈪・24日㈪・31日㈪

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎574‐6646 家庭、育児、不登校などの相談 月～金曜日午前9時～午後4時 市役所北別館

家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください 月～金曜日午前8時30分～午後5時 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、午
後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水・木・金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談 毎月第1火曜日午前9時～正午 市役所西別館

会議室 

交通事故相談 県北部地域振興センター
☎521‐7300 交通事故に関する相談 月～金曜日午前9時～午後4時

※受け付けは午後3時30分まで
県北部地域振興
センター

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登
校・いじめ・非行など、学校生
活上の不適応や悩みについ
ての相談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の
困り事や悩みなどの相談

毎月10日・25日午前10時～午後3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第2・4土曜日、第3水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関す
る相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

熊谷若者サポートステーション
☎520‐2170

就労についての悩みや困難
を抱えている若者と保護者の
ための相談　予約制

月～金曜日午前10時～午後6時
土曜日午前10時～午後6時

サポステ事務所（熊谷）
深谷シネマ内

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日、毎月第3日曜日

午後1時～3時
ボランティア交流
センター

保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

  9月12日㈪午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  4時
  9月14日㈬午前10時～11時30分
  9月29日㈭午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  3時
10月  3日㈪午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  4時

深谷市保健センター

川本保健センター
花園保健センター

深谷市保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制 9月13日㈫午後2時～4時 深谷市保健センター

ひきこもり専門相談 熊谷保健所
☎523‐2811

原則18歳以上のひきこもり
に関する相談　予約制 毎月第3木曜日午後1時～3時 熊谷保健所

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時、
毎月第4火曜日午前10時～11時、午
後5時30分～6時30分

熊谷保健所

主な公共機関への連絡先と取扱時間主な公共機関への連絡先と取扱時間

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、
一部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

女性の悩み相談室

乳幼児相談

若者サポートステーション
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  9月16日㈮ （受け付け：午後1時～1時30分）平成23年4月22日～5月  1日生まれ

  9月20日㈫ （受け付け：午後1時～2時） 平成23年4月・5月生まれ

  9月27日㈫
（受け付け：午後1時～1時30分）

平成23年5月  2日～5月15日生まれ

10月  4日㈫ 平成23年5月16日～5月26日生まれ

深谷

深谷

4か月児
健康診査

深谷

深谷

岡部

指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

岡部 岡部保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
11
時

休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜

午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月25日㈰ 吉田眼科医院 ☎585‐2054

とき 休日診療医院名 問い合わせ

9月  4日㈰ 正田眼科 ☎571‐1198

　　　　　   9月  4日・11日・18日・19日・23日・
　　　　　　　  25日
　　　　　 10月  2日・  9日・10日・16日・23日・
　　　　　　　  30日

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

診療科目  内科・小児科

　　　　　   9月  3日・  4日・10日・11日・17日・18日・19日・23日・
　　　　　　　  24日・25日
　　　　　 10月  1日・  2日・  8日・  9日・10日・15日・16日・22日・
　　　　　　　  23日・29日・30日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　　

　　　　　 小児科・内科（こども）

事業名 対象者区域 会場 実施日時  対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

  9月  2日  9月  2日㈮

午前9時20分～11時50分
おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

  9月  9日㈮

  9月17日㈯
  または
10月  1日㈯

10月  7日㈮

10月14日㈮

10月22日㈯

全区域全区域

マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室

深谷深谷

花園

花園

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

  9月  7日㈬

（受け付け：午後1時～2時）

平成20年2月・3月生まれ

  9月15日㈭ 平成20年2月14日～2月29日生まれ

10月  6日㈭ 平成20年3月  1日～3月15日生まれ

3歳児
健康診査

深谷

岡部

深谷

岡部

  9月26日㈪ 午前10時～午後1時

おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦
内容／講話(ハーブを楽しむ）とティータイム
調理実習（カルシウムと貧血予防）とお話し会
参加料／300円
※要電話予約（先着20人）

深谷全区域

マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室
スペシャルコーススペシャルコーススペシャルコース

  9月  6日㈫

（受け付け：午後1時～2時）

平成22年1月・2月生まれ

  9月  8日㈭ 平成22年2月  1日～2月13日生まれ

  9月22日㈭ 平成22年2月14日～2月28日生まれ

10月  5日㈬ 平成22年2月・3月生まれ

深谷

岡部

1歳6か月児
健康診査

深谷

岡部

花園川本/花園

  9月  9日㈮

（受け付け：
　午後1時～1時30分）

平成23年5月16日～6月15日生まれ  9月12日㈪

  9月14日㈬

10月  6日㈭ 平成23年6月生まれ

BCG予防接種
総合

川本川本/花園

深谷/岡部

離乳食教室   9月13日㈫
（受け付け：
　午前9時45分～10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）  9月27日㈫

深谷

花園
全区域

岡部
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◆以下の事業は予約制です。  9月13日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
10月12日㈬午前10時30分
～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

10月5日㈬・19日㈬午前10
時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会 10月26日㈬午前10時30分
～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
10月12日㈬午前10時30分
～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

10月5日㈬・19日㈬午前10
時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 10月26日㈬午前10時30分
～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
10月12日㈬午前10時30分
～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

10月5日㈬・19日㈬午前10
時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会
（童歌で遊ぼう）

10月26日㈬午前10時30分
～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
10月12日㈬午前10時30分
～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

10月5日㈬・19日㈬午前10
時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 10月26日㈬午前10時30分
～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

豊里子育て支援センター
毎週水曜日午前10時30分
～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 10月26日㈬午前10時30分
～１１時30分

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
10月14日㈮・28日㈮午前
10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

10月7日㈮・21日㈮午前10
時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
10月14日㈮・28日㈮午前
10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

10月7日㈮・21日㈮午前10
時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
10月14日㈮・28日㈮午前
10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

10月7日㈮・21日㈮午前10
時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

豊里子育て支援センター
毎週金曜日午前10時30分
～１１時30分

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ヶ丘子育て支援センター

10月14日㈮・28日㈮午前
10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者 各日先着

20組 無料
桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。10月7日㈮・21日㈮午前10

時30分～１１時30分
1歳半以上児と保
護者

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

明戸子育て支援センター
10月4日㈫午前11時～正
午

離乳食を終了し
ている未就学児と
保護者

先着  7組
親
300円
子
250円

明戸子育て支援センター

スマイルパパ
パパと一緒にミニ運動会に
参加しませんか？ 桜ヶ丘子育て支援センター

10月8日㈯午前10時30分～
１１時30分

未就学児と保護者 先着20組 無料 桜ヶ丘子育て支援センター

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前9時～正
午・午後2時30分～4時30分
（詳しくはお問い合わせください）

未就学児と保護者

パワフルランド
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
10月6日㈭・20日㈭午前10
時30分～11時30分

未就学児と保護者

● 桜ヶ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101

問

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前8時30
分～午後5時
(随時相談に応じます）

未就学児と保護者

親子で楽しみながら、ベ
ビーオイルマッサージをし
ましょう！

桜ヶ丘子育て支援センター
10月13日㈭午前10時30分
～１１時30分

１歳未満児と保護者 先着20組 無料 桜ヶ丘子育て支援センター
ベビーオイル
マッサージ

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？ おかべ子育て支援センター

10月29日㈯午前10時30分
～１１時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

親子で楽しみながら、身体
を動かしましょう 明戸公民館

10月22日㈯午前10時～１１
時

１歳半以上児と保
護者

各センター
先着10組
計50組

無料 各子育て支援センター
親子

エクササイズ

子
ど
も
の
『
く
せ
』

●
指
し
ゃ
ぶ
り
＝
お
母
さ
ん
の
お
な
か
に

い
る
時
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
は
母
乳
を
飲
む

練
習
と
し
て
指
し
ゃ
ぶ
り
を
し
て
い
ま

す
。
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
指
し
ゃ
ぶ
り
を

す
る
こ
と
で
形
や
感
触
を
確
か
め
、
周
り

の
世
界
を
認
知
す
る
自
然
な
行
為
で
す
。

　

３
歳
ご
ろ
の
指
し
ゃ
ぶ
り
は
眠
い
と
き

や
退
屈
な
と
き
が
多
く
、
１
〜
２
割
の
子

が
指
し
ゃ
ぶ
り
を
し
て
い
ま
す
。
就
学
ご

ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
自
然
に
治
り
ま
す
。
無

理
に
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
つ
め
や

タ
オ
ル
を
か
む
行
為
に
移
行
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
両
手
を
使
っ
た
楽
し

い
遊
び
を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
図
り
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
並
び
へ
の
影
響
は
多
少
あ
り
ま
す

が
、
指
し
ゃ
ぶ
り
が
減
る
に
つ
れ
て
歯
並

び
は
良
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
前
歯
に
子

ど
も
の
指
１
本
分
く
ら
い
の
す
き
間
が
あ

る
よ
う
で
し
た
ら
、
歯
科
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

●
チ
ッ
ク
＝
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ
た
り
、

首
を
振
っ
た
り
、
せ
き
払
い
や
舌
打
ち
を

す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
「
く

せ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
病
的
な

意
味
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
す

る
こ
と
は
控
え
、
チ
ッ
ク
を
出
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
ま
れ
に
病
気
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
心
配
な
場
合
は

小
児
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



　秋の庭風のフラワーアレンジメントにかわいい雑貨
をプラス。雑貨屋さんとのコラボアレンジメントです。
とき　9月 28 日㈬午後２時～ 4時
ところ　B

ビービーブー

.B.Boo hanazono Cafe 床とこテラス
講師　森

も り た

田真
ま さ き

樹先生（フラワーショップブルーモルフォ）
参加料　2,500 円 (カフェタイム付き）定員　先着 20人
申込期間　9月 10 日㈯～ 17日㈯

　7 月 27 日、花園・上柴・幡羅
中学校の生徒合計 19 人と、ボラ
ンティアグループ「レインボー」
が、職場体験として市民ガーデニ
ングボランティアの皆さんと一緒
に、深谷駅北口や駅通りの花壇の
除草作業を行いました。まちを行
く皆さんに喜んでもらえるよう、
一生懸命作業しました。

  　地域でまちをきれいにする取
り組みが、また新たに始まりま
す。南通り線に接した道路余剰
地と、花園インターチェンジの
道路用地の 2か所です。今はま
だ草の茂る状態ですが、南通り

線はアダプト団体の「南美化クラブ」が、インターチェンジは緑
の回廊の加盟団体が主として取
り組みます。現在の様子がどの
ように変わるか、楽しみにして
ください。今後も随時お伝えし
ていきます。また、ほかの公共
用地を利用して、まちの美化に
取り組むアダプト団体を随時募
集中です。ご希望のかたは、ガー
デンシティふかや推進室（ふか

や緑の王国）
へご連絡く
ださい。

↑南通り線の花壇予定地の現在の様子

森田真樹先生

←花園インター
の花壇予定地

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室（ふかや緑の王国）  ☎551‐5551・深谷市櫛引24（埼玉県花植木流通センター隣）
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
Ｃhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

↑登録はこちらから


